
ペシャワール会事務局本部：福岡

〒810-0041 福岡rh・中央区人名1-10-25 上村第2ビル307号

園話 092-731-2372 FAX 092-731-2373 

（会長）高松勇雄 （巾務屈長）村卜1憂 （現地代表）中村哲

郵便払込口座 01 790-7-6559 加入者名 ベシャワール会

ホームページ http://wwwlm.mesh.ne.jp/~peshawar/ 

eメール peshawar@rnxb.mesh.ne.jp 

郵便物送付先 福岡rli中央区）く神1-10-24 福岡YMCA気付

ペシャワール会の活動は、1983年 9月、中村医師のパキス
タンでの医療活動を支援する目的で結成されま Lた。彼の
活動を支援するとともに、アジアの人々についての理解を

深めていきたいと願っています



い中村哲医師の本⑥
郵便口座 01710-6-87114 加入者名ペシャワール会書藉口座

＊送料：1～4冊350円、5~9冊500円、10冊以上1000円です

心が動いたら会員に

ー ペシャワール会入会案内 I 

『ほんとうの
アフカさニスクン』→

1260円 （税込） （光文社 2002年刊）

講演・対談を中心に収録した最新刊

...ペシャワールにて
・そし " ,』ヽ ●に919令｛何

9,.H.._ I 層贔呵編＊一 I I I …… 

『ペシャワールにて』『ダラエ・ヌール 『医は国境を越えて』『アフガニスクンの

1890円 （税込） への道』2100円 （税 込） 診療所から』

（石風社 89年刊）2100円 （税 込） （石風社 99年刊）1260円 （税込）

（石風社 92年刊）
＊アジア太平洋賞特別賞 （筑摩書房 93年刊）

お振込みの場合は、本会の払込用紙また は郵便局備え付

けの払込取扱票に上記の口座番号ほか、必要事項を こ‘‘記

入の上、郵便局へお出し下さい。

アフガン
乾いた大嬬
A II 

”'次の中の民
，直樹. . . 

←『医者井戸を掘る
アフガン旱魃との闘い』

1890円 （税込） （石風社 2001年刊）

アフガニスタンを襲った最悪の大干ばつ

に、 10 0 0の井戸をもって挑む中村医

師とペシャ ワール会の苦闘 と実践の記録

呻冒iA 互
ほんとうのアフガニスクン

18年閤＂闘う平和主義＂を

つらぬいてきた医輝の環湯輯告

←『アフガン
乾いた大地
戦火の中の民』
丸山直樹著

1470円 （税込）

(NHK出版 01年刊）

『ドククー•サーブ→
中村哲の15年』

丸山直樹著
1575円 （税 込）

（石風社 00年刊）

現地事業はあなたの会費で運営されます

本会は、 会員の会費 • 寄付金を中心とした寄

金によ って運営 される NGO （非政府組織）

です。本会の活動をご理解いた だければ、思

想 ・宗教 ・国籍な どいかなるものに も関係な

く入会できま す。

＊会員の方には、現地の活動をお知ら せする

会報を年4回お送り しています。

（会計年度は4月1日～翌年3月31日）

＊会費以外の寄付も随時受け付けております

＊中村医師の著作も扱っています

会費•寄付なとの納入方法 I 

郵便口座

加入者名

＊
 

一学生会員
ノ—
云貝

維持会員

団体会員

01790-7 -6559 

ペシャワール会

＊
 

1000円

3000円

10000円

30000円
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―• 石

＊
 

〇 麟のこ注文の際は、

郵便口座 01710-6-87114 加入者名 ペシャワール会書籍口座

まで送金ください。

----------------------------------------------------------

： ●会報の発送に年間百万円以上がかかっております。未使 ！ 
； 用の切手・書き損じのハガキ等お送りいただければ幸いで ； 

！ す。（古切手は扱っておりません）

-----------------------------------------------------------------

ペシャワール会事務局本部：福岡

〒810-0041 福岡市中央区大名1-10-25 上村第2ビル307号

電話 092-731-2372 FAX 092-731-2373 

（会長）高松勇雄 （事務局長）村上優 （現地代表）・中村哲

郵便払込口座 01790-7-6559 加入者名 ペシャワール会

ホームページ http://wwwlm.mesh.ne.jp/~peshawar/ 

eメール peshawar@mxb.rnesh.ne.jp 

郵便物送付先 福岡市中央区天神1-10-24 福岡YMCA気付

ペシャワール会の活動は、 1983年 9月、中村医師のパキス

タンでの医療活動を支援する目的で結成されま Lた 。彼の

活動を支援するとともに、アジアの人々についての理解を

深めていきたいと願っています



|誰も行かない所にこそ我々 のニーズがある
バキスタン（北西部）、アフガニスタン （北東部） 山岳無医村で医療活動

〇ペシャワール会は中村哲医師のパキスタンで

の医療活動を支援する目的で結成され、 1984

年 より活動を開始しました。現在パキスタン

北西辺境州、アフガニスタンに 1病院と 4診療

所を運営 し、 診療にあた っています (2001年

度の年間診療数 29万人）。

0加えて 2000年夏 より、戦乱に加えて百年

アフガニ

に一度といわれる大干ばつに襲われたアフガニスタンの村々で水

源 （井戸 ・カレーズ）確保作業を継続しています。

0 2001年 10月以来のアフガニスタン空爆の中、 緊急食料援助を

行いました。 この間寄せられた「アフガンいのちの基金」をもと

に、総合的農村復典事業「緑の大地計画」を長期的に継続します。

0すべての活動は、日本の約 1万 2千名のペシャワール会会員に

よって支えられています。

|バキスタンとアフガニスタンで
活動Lています

01998年に日本の会員の寄

付によって完成したペシャ

ワールの基地病院 (PMS

＝ペシャワール会医療サー

ビス 70床）が現地活動の

中心です。 ワマ ■
ダラエ・ピーチ

ダラエ•ヌール

・ ジャララ
カプー）レ

のエ リアが 北 西辺境州

■はペシャワール会診療所

■は水源確保計画事務所

ター ノキ スタ／共和田

0難民の故郷であるアフガ

ニスタン農村無医地区への

支援は、彼らの自発的な帰

還を促し、 長期的にはアフ

ガン復典の礎となるもので

す。

ゃ:.. ,i~ぞ院））I-~...,~ ，い1“`r’ 、べ'’
ド

タン

0らい （ハンセン病）診療

を中心に、あ らゆる感染症 を診察 し、病気の早期発見と予防に

努めています。

0ただ治療するだけでなく、感覚神経 マヒが原因の足底穿孔症

（うらきず）か ら、 らい患者の足を保護するサンダルエ房を病

院内に備えるなど、 予防にも力を入れています。

0女性患者が医師 （男性） にす ら肌を見せないイスラム的風習

の中で、 日本人女性看護婦によるケアを行っ ています。

0現地医療スタ ッフヘの教育 も重要な活動の一つです。

0病院で患者 さんを待つだけでなく 、病院に行 く交通費 さえな

い山岳部の患者 さんのため、 定期的に巡回診療（無料）に出か

けています。
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医療施設(2002年11月現在）

パキスタン側(2ヶ所）

①基地病院PMS（ペシャ ワール会医療サービス、70床）

②ラシ ュト 診療所（北西辺境州、北部山岳地帯）

アフガニスタン側(3ヶ所＝いずれも北東部山岳地帯）

①ダラエ・ ヌール診療所

②ダラエ・ピーチ診療所（オキナ ワ・ピース・クリニ ック ）

③ワマ診療所

1ヶ所

＊カプール臨時診療所は終了し ました。
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2 水源確保計画事務所(2002年11月末現在）

①ジャララバー ド事務所

→ア フガニスタン東部の作業地883ヶ所(813ヶ所が利用可能）

[ -----------------------------＿ ＿ ＿ _ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _ ＿ ＿ ＿ ＿ --------------------

1緑の大地計画

0空爆下のアフガニスタン国

内難民への食糧配給計画を中

心とした「アフガンいのちの

基金」 へは、日本国内から多

くの善意の寄付が寄せられま

した。

〇ペシャワール会では、これ

らを基金にして、厳冬期を迎

えたアフガンで、小麦粉と食用油 （日本の米、味噌、醤油に相当）

を約 15万人に配給しました。 （最 も緊急 を要する極貧層や空爆地域

を優先、 1 ・ 5カ月分を配布）。

0緊急の食糧配給事業は、 首都カーブルと東部ニングラハル州を中

心に 2002年 2月まで続けられましたが、 国連や他の国際団体の活

動開始をもって、計画を終了しました。

0今後は長期的展望 に立っ た、長年の戦乱によ って荒廃した農村復

典のための 〔緑の大地計画」 に全力をかたむけます。

0具体的には

1 水源確保計画

・ 2000年 7月か らアフガニスタン国内の診療所で赤痢患者 が急増

しました。原因は大干ばつによる水不足でした。

• そこで同年 8 月よ り医療活 ‘ 

動の一環 としてアフガニスタ

ン東部一帯で2000の水源（井

戸 ・カレー ズ） を確保すべ く

活動を継続 しています (2002

年 11月末現在作業地 883ケ所、

利用可能水源 813ヶ所） 。

2 医療計画・・・…開設か ら10年

を経て老朽化が目立つ北東山岳部の 3診療所の建て替 え工事を行い、

安心して診療できる施設にします。

3 農業計画

・ダラエ ・ヌー）レ渓谷をモデル地区

とし、 日本人専門家の指導の下、地

域と密接に関わる総合的な復興計画

です。

①灌漑用水確保＝大井戸の掘削

②農業計画 ＝土壌 改善、品種研究、

場所によ っては換金作物も試みてい

ます。

③畜産計画＝農作物の増産 と並行し

て進められます。

中村哲 なかむらてつ

ペシャワール会現地代表、 P 

MS （ペシャワール医療サービ

ス）総院長。1946年福岡市生ま

れ。九州大学医学部卒業。

国内の診療所勤務を経て、

1984年バキスタン北西辺境州の

州都ペシャワールに赴任。 らい

（ハンセン病）を中心にしたア

フガン難民の診療に携わる 。

1991年以来、アフガニスタン北

東部の3診療所を中心に、山岳

現地代表・医師

無医村での無料診療を開始。1998年には恒久的な基地病院PMS （ペ

シャワール会医療サービス。建坪1000坪、 70床）をペシャワール

に建設。

2001年からはアフガニスタン首都カブールに5つの臨時診療所

を設置、貧困地区の診療を行う 一方、大干ばつに見舞われたアフ

ガニスタン国内の井戸と水路 （カレーズ）の掘削と復旧に従事。

2001年10月には 「アフガンいのちの基金」を設立。空爆下、国内

避難民への緊急食糧配給を実践。現地スタッフ約220名、 日本人ス

タッフ約10名。年間診療数29万人 (=2001年度）。

【受賞】外務大臣賞 (1988)毎日国際交流買 (1992)西日本文化

賞 (1993)読売医療功労賞 (1996)朝日社会福祉賞 (1998)、沖

縄平和賞 (2002)

【著書】 rペシャワールにて」 rダラエ ・ヌールヘの道」 「医は国

境を越えて」 r医者井戸を掘る」（石風社）rほんとうのアフガニ

スタン」 （光文社）rァフガニスタンの診療所から」（筑摩書房）

など



心が動いたら会員に． 日悶図訂置■■
現地事業はあなたの会費で運営されます

本会は、会貝の会費 • 寄付金を中心とした寄

金によって運営される NGO （非政府組織）

です。本会の活動をご理解しヽただければ、思

想 ・宗教 ・国籍などいかなるものにも関係な

く入会できます。

＊会員の）iには、現地の活動をお知らせする

会報を年4回お送りしています。

一学生会員
、入。一
云貝

維持会員

団体会員

1000円

3000円

10000円

30000円

（会計年度は4月1日～翌年3月31日）

＊会費以外の寄付も随時受け付けております

＊中村医師の著作も扱っています

1 会費•寄付なとの納入方法
郵便口座 01790-7 -6559 

加入者名 ペシャワール会

お振込みの場合は、本会の払込用紙または郵便局備え付

けの払込取扱票に上記の口座番号ほか、必要市項をこ‘‘記

入の上、郵便扁へお出しドさい

＊
 

＊
 

＊
 

〇 繹のこ注文の際は、

郵便口座 01710-6-87114 加入者名ペシャワール会書籍口座

まで送金ください

●会報の発送に年間百万円以卜がかかっております未使

用の切手・書き損じのハガキ等お送りいただければ七いで

す（占切手は扱っておりません）




